
つなぐ・ひらくで
動き出す地域

宮古教育事務所
社会教育主事 村上 稔

第2回岩手県社会教育主事等会議



令和２年度～

陸中海岸青少年の家

令和5年度～

宮古教育事務所

社会教育主事６年目

令和４年度 雪ん子野外教室



本日の内容

1 行動指針

2 つなぐ～人・地域を結ぶ～

3 ひらく～新しい視点や可能性を開く～

4 実践を支える職場の土台づくり



足で稼ぐこと

• 社会教育主事は、足で稼いでナンボ。

• 机上だけで仕事をしない。とにかく現場を見に行くこと。

• 面白そうな人、施設、団体…気になったら、会いに出かけよう。何度も会いに行こう。

• 名刺を何度も配って、とにかく顔と名前を売ること。

• 出前講座や出張の帰り、真っすぐ所へ戻ってこない。

• 強みの他、困っていること、課題として感じていることを聞いてくる。

• つながっていくことの楽しさを味わうこと。

社教として勤務した初日…

陸中海岸青少年の家 齋藤剛 研修班長から言われた言葉

１ 行動指針



つなぐ
～人・地域を結ぶ～



宮古短期大学図書館MLAの取組

学生が主体となり図書館運営をするMLAの取組を取材
短大…管内の学校とつながりをもちたい
学生…地域貢献できることを見つけたい

★指導主事会議で所内全体へ情報提供
★管内社会教育主事等会議で市町村への情報提供
★地域学校協働活動推進員への周知
★中・高図書館担当者研修会への参加

（短大図書館職員×中・高教職員等）
★短大図書館を会場とした研修会の実施

（学生×推進員×市町村図書館職員×公民館職員等）

・小・中学校、高校との連携した活動への発展
・短大生による学校図書館の環境整備（準備中）
・小中学校で読み聞かせの実施（準備中）
・公民館事業への発展（準備中）

２ つなぐ～人・地域を結ぶ～



２ つなぐ～人・地域を結ぶ～

宮古短大図書館と連携した活動



宮古地区社会教育関係職員等研修会

ポーラ（包括連携協定企業）による演習

２ つなぐ～人・地域を結ぶ～

管内社会教育主事等会議で毎年話題にしているものの、
家庭教育支援チーム登録数が少ない課題

★市町村訪問の際、家庭教育担当者へ説明・雑談

市町村家庭教育担当者の声
・（全国に比べて、本県のチーム数が少なく）悔しい！こんなに
子育てに優しい地域なのに。家庭教育の〇〇にします。

・仕組みについて詳しく知らなかった。正直、家庭教育支援に関
するものは後回しになっている感がある。

～ポーラを招いた背景～
・各市町村で家庭教育に関する関心度の向上
・家庭教育支援チーム登録のメリットとして、包括連
携協定企業に関する情報を提供できる可能性



ポーラ（包括連携協定企業）×市町村事業

２ つなぐ～人・地域を結ぶ～



ひらく
～新しい視点や可能性をひらく～



３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～

★保健福祉環境センターと研修内容の打ち合わせ
・保護者支援や子どもの居場所づくりに関する情報提供
・家庭教育支援チームの周知と登録増が課題であれば…
・参加者同士のネットワーク構築

★研修の企画
・家庭教育支援チームの概要説明
⇒家庭教育支援チーム登録制度の周知

・家庭教育支援チームの実践発表＋活動を価値づける講義
・情報交換
⇒参加者の実態把握を踏まえた座席（グループ）配置

★ネットワーク構築のための参加者の実態把握

・同じグループにして交流しただけでは、ただの「顔見知り」
・お互いに取り組んでいること、課題や悩みを交流し「一緒にやろう」や

解決の見通しをもたせるところまでつなげたい。

・参加者が、どんな活動、どんな強み、課題、悩みを抱えているか事前に
把握する

家庭教育・子育て支援ネットワーク研修会



研修後のレスポンス①

家庭教育支援チームに２チーム登録

研修参加者から、教育事務所や市町村へ
対象となる可能性のある団体や施設の情報提供多数

★教育事務所と市町村で情報共有

★市町村担当者と一緒に団体や施設へ訪問、取材
★家庭教育支援チームの登録制度について説明

３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～



ひとり親家庭対象の料理教室の開催

・BlessU（山田町）
ひとり親家庭を対象とした支援団体

×
・しあわせクッキング（宮古市）
親子向け食育を推進している団体

研修後のレスポンス②

研修参加者同士のつながり

情報交換会の開催

・アジールコザワ（宮古市）
親子向け自然体験活動の提供団体

×
・たのまるプロジェクト（田野畑村）
自然の中で子どもの居場所づくりに取り組む団体

３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～



行政とのつながりが登録のメリット

家庭教育支援チームに登録
してよかったこととして、「自治体
や行政機関との連携がしやすく
なった」を一番のメリットとして捉
えている。

令和６年度 家庭教育支援チーム調査からみる自治体×民間団体 連携マニュアル（文部科学省）

３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～

★行政として何ができるか



家庭教育支援チーム×保健福祉環境センター

ひとり親家庭の支援をしたい。
どこにアプローチしたらよいか…

★保健福祉環境センターに情報提供

宮古圏域ひとり親家庭等地域ネットワーク会議
実践発表で関係機関へ周知

宮古市 家庭教育支援チーム

みやこっこ

家庭教育支援チーム×チーム社教

宮古市 家庭教育支援チーム

アジールコザワ

次年度の事業について、企画段階から
支援してほしい…

宮古市担当者に相談

★チーム社教（宮教事・陸中）で対応

３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～



令和８年度家庭教育・子育て支援ネットワーク研修会 企画ミーティング

＆情報交流会

【参加者】
〇家庭教育支援４チーム
〇保健福祉環境センター
〇教育委員会 家庭教育担当者
〇宮古教育事務所

３ ひらく～新しい視点や可能性をひらく～

・日頃の取組に関する情報交流

・研修会が管内の課題解決の場＆家庭教育支援

チームのフォローアップとしての位置づけへ

⇒学びたいことについて意見を可能な限り反映

・家庭教育支援チームが研修会の運営サポート



実践を支える
職場の土台 



• 毎月の会議「社教から」コーナーでPR

• 社教事業の運営に指導主事の力を借りる

⇒推進フォーラムでは、熟議や模擬学校運営協議会にも参加

• 所内の研修会運営サポート、積極的な参観

• 学校運営協議会へは、市町村指導主事と一緒に訪問

⇒同じ温度感で面白がる・課題感を感じる

• 地域学校協働活動も、指導主事と一緒に視察

実践を支える職場の土台

所内で社会教育の理解と関心を深める工夫



～今年度の主なトピック～

• 事務職員研修会でCSに関する講義

• 指導主事からCS関連の情報提供

• 令和８年度～校内研Ⅲ型（校内研修支援）に

 「CSと地域学校協働活動（仮）」が追加予定

実践を支える職場の土台



ありがとうございました
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